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【研究の背景・目的】 
イメージは心の状態を構成する重要な要素であ

る。刺激に誘発される知覚のほか、刺激によらない
想起や睡眠中の夢、幻覚もイメージを伴う。錯視の
ように、刺激の物理的な特徴とは異なるイメージが
形成されることもある。これらの多様なイメージは
脳内でどのように生成されるのであろうか？ 従来
の心理学や認知神経科学では、心的イメージは間接
的な行動指標によって計測され、具体的なイメージ
内容を可視化して解析することは困難であった。申
請者らは、深層ニューラルネットワークの情報表現
を用いた脳情報デコーディングという独自の技術を
世界に先駆けて開発し、知覚・想起イメージの一部
の可視化に成功している（図 1）。本研究では、イメ
ージの階層的情報処理という視点から上述の可視化
アプローチを拡張し、錯視や幻覚を含む多様なイメ
ージが生成される脳部位や情報処理方式を解明す
る。  

【研究の方法】 
本研究課題では、感覚野の複数の脳部位にイメー

ジ特徴の階層的表現が存在すると仮定し、多様な心
的イメージが、階層的脳情報表現のどのような処理
にもとづいて生成されるかを明らかにする。とくに、
イメージが表現される階層やボトムアップ/トップダ
ウン処理の違い、リカレントな情報処理の貢献、頭頂
葉や前頭前野からの影響に注目する。 
イメージは主観的な現象であり、そのことが科学

的探求の妨げとなってきた。本研究課題では、研究代
表者が開発してきたブレイン・デコーディング技術
と深層ニューラルネットワーク（deep neural network, 
DNN）を融合した脳情報表現可視化技術によって、
この問題を克服する。ヒトの脳活動パターンを同じ
イメージ内容に対応する DNN 階層特徴量として数
値化し、DNN 階層特徴量をもとづいて画像を生成す
ることによって、多様な心的イメージの生成プロセ

スを可視化する（図 2）。 
 

【期待される成果と意義】 
本研究課題のアプローチにより、主観的イメージ

内容を具現化し、内容や特徴のレベルの詳細な解析
が可能となり、心理学、認知神経科学にパラダイム
シフトをもたらす可能性がある。また、解読した心
的イメージを用いた情報通信やブレイン–マシン・イ
ンターフェースの開発、精神疾患患者の心理状態の
診断、新たな芸術表現の創出等に寄与することが期
待される。 
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図 2 本研究課題のアプローチ 

 

図 1 深層イメージ再構成 
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